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[方法] 1986年より開始された岩手県稗貫郡大迫町 (現岩手県花巻市大迫町)における高血圧 ･循環
器疾患長期コホー ト研究である大迫研究に参加している一般地域住民のうち,35歳以上の本研究対象者

















糖尿病既往歴 ,脳卒中既往歴,心疾患既往歴,脂質異常症既往歴,飲酒歴 (あり,なし),食塩摂取量 (中
央値 12.28g/日未満,12.28g/日以上)および歩行時間 (1時間/日未満,1時間/日以上)にて補正した｡
結果は平均値 ±SEで表し,統計学的有意水準は5%未満とした｡
[結果] 降圧薬服用歴のない対象者 (n-474)の家庭血圧値 と脈拍数は,受動喫煙あり (家+職場な
ど)群の朝家庭収縮期血圧値が受動喫煙なし群と比較して約4m Hg有意に高値であった (116.8±1.01
mmHgvs.113.1±I.08mmHg,p-0.02)o受動喫煙あり (家)群における朝家庭収縮期血圧値及び受動喫











































審 査 結 果 の 要 旨
たばこは含有するニコチンが薬物依存を引き起こし,含有する化合物及び生ずる煙が薬理活性,毒性,
変異原性及び発がん性を持つ物質である｡喫煙はほとんどの臓器に悪影響を及ぼすことが既に明らかに
されているが,自分の意識と無関係に他人のたばこの煙を吸わされる受動喫煙も,肺がん,虚血性心疾
患や乳幼児突然死症候群などの様々な疾患を引き起こすことが明らかにされてきている｡受動喫煙が循
環器-悪影響を及ぼすメカニズムについては,血小板の活性化や血管内皮機能障害が起こることが明ら
かにされており,これらのメカニズムから血圧上昇が起こることは容易に推測され,実験研究では短時
間の受動喫煙により実際に血圧が長時間上昇することも報告されている｡しかしながら,慢性的な受動
喫煙者において実際に血圧が有意に上昇しているという観察疫学的研究報告は数えるほどしかなく,受
動喫煙が血圧を上昇させるという明らかな医学的知見は得られていない｡本研究は,この原因として殆
どの観察疫学的研究では,医療環境下で行なわれ真の血圧を反映しにくい随時血圧測定によって血圧を
測定している点を挙げ,より信頼性及び再現性の高い家庭血圧測定値を用い,一般地域集団における受
動喫煙者と非受動喫煙者の家庭血圧値を横断的に比較検討した観察疫学的研究である｡
本研究は解析対象となった579人の生涯非喫煙女性における受動喫煙歴を,暴露されている場所及び
頻度に基づいて分類し,平均 3週間の家庭血圧測定結果を群間で比較検討した｡その結果,降圧薬服用
歴のない対象者において,家庭で暴露されている群,家庭及び職場などの両方で暴露されている群にお
いて,循環器疾患の雁息や死亡の強力な予測因子である家庭収縮期血圧値が受動喫煙歴のない群と比較
して有意に高値であることを示すとともに,毎日暴露されている群における家庭収縮期血圧値も受動喫
煙歴のない群と比較して有意に高値であることを示した｡また,職場などで暴露されている群や時々暴
露されている群を含むすべての受動喫煙歴あり群において,家庭収縮期血圧値は受動喫煙歴のない群よ
りも高い傾向が認められることを示した｡この結果によって,受動喫煙と家庭血圧値との間に正の関連
が認められることが確認され,一般対象集団においで陵性的な受動喫煙による持続的な昇圧作用が,循
環器疾患の篠患率や死亡率の上昇に寄与している可能性が示された｡
以上の結果より,本研究は受動喫煙と血圧上昇との因果関係における医学的知見の形成に資するとと
もに,受動喫煙による血行力学的影響を調べる今後の観察疫学的研究の新たな方向性を示すものと認め
られる｡また,本研究は国民の血圧水準を下げることの重要性と地域保健医療向上のために薬剤師に与
えられた法的根拠を踏まえ,医療従事者による,より積極的な禁煙 ･受動喫煙防止のための行動の必要
性を示した｡
よって,本論文は博士 (医療薬学)の学位論文として合格と認める｡
ー10-
